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1． はじめに 

生物の授業内で、酵素反応における酵素と生

成物量の関係について学んだ。実際にそうなる

のか測定してみたいと思ったが、簡易に行う手

法が見当たらなかった。 

 文献を探したところ、ペルオキシダーゼとい

う酵素による過酸化水素と ABTS の酵素反応

により、溶液が無色透明から青緑色に変わる反

応が見られることが分かった 。この反応は視

認性が高く、吸光度計を用いることで酵素反応

における時間と生成物量の関係が測定できる

のではないかと思い、本研究を開始した。 

 

2. 目的 

授業で学習した通り、時間の経過とともに酵

素の反応速度は鈍くなっていくのか、また反応

が起きる物質の濃度を変えた場合における酵

素の反応はどのようになるのかを測定する。 

 

3.実験方法 

1.市販のホースラディッシュ 1.0g に精製水

20mLを加え、酵素液を作成する。 

2.それぞれの試験管に各濃度の過酸化水素水

と、1mmol/L ABTS溶液を１mLずつ入れる 

3.酵素液の上澄みを試験管に加え、撹拌する。 

4.吸光度計（ヤマト科学 PiCOEXPLORER）で 15

秒おきに測定する。 

◆実験① 

 3%過酸化水素水と ABTS溶液に、500μLの酵

素液と、100μL の酵素液＋400μL の精製水を

それぞれ加え、酵素濃度の違いによる吸光度の

変化を調べた。 

◆実験② 

 3%過酸化水素水を 100､75､50､25､10､5､1（希

釈なし）倍に希釈し、それぞれに ABTS 溶液と

500μL の酵素液を加え、過酸化水素水の濃度

の違いによる吸光度の変化を調べた。 

 

 

 

 

4. 結果 

◆実験① 

両方とも 30 秒経過時点では反応速度は緩や

かであったが、45秒経過時点で 15秒間の増加

量が著しく大きくなった。（図①）また、酵素

液 100μL に精製水 400μL 加えたものに比べ

て、500μL の酵素液は 0 秒～60 秒経過にかけ

ての吸光度の増加量が約 5倍、吸光度の最大値

は約 3倍になっていた。 

酵素量の違いによって吸光度の増加量や最

大値に違いが生まれた。文献 2によると、過酸

化水素水の影響で酵素活性が下がるという結

果があったため、過酸化水素水の濃度の違いに

よっても酵素の活性に違いが生まれるのでは

ないかと思い、実験②を行った。 

◆実験② 

得られた吸光度を 30秒経過時点から 15秒お

きに 3分間測定した結果を図②－１に、1分ご

とに 10分間測定した結果を図②－２に示す。 

希釈なし過酸化水素水を使用した実験で

は、グラフは滑らかな曲線にならず、ほかのも

のと比べて 0～30 秒間の吸光度の増加量が小

さい一方で 30 秒以降の増加量が著しく大きく

なった。（図②－1) 

  過酸化水素水の濃度が高いほど、3分経過時

点での吸光度の最大値が高くなっていった。ま

た、10 分経過時点では、過酸化水素水の濃度

に関わらず、一定の吸光度に収まろうとしてい

ることが分かった。（図②－2） 
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4. 考察 

◆実験① 

今回の実験手法にて、酵素濃度を 1/5 にする

ことで、0～1 分間の吸光度の増加量（反応速

度）が理論通り、約 1/5 になることを確かめる

ことができた。 

 また、両方とも 30 秒経過時点より、30～45

秒の 15 秒間の方が増加量が大きいのは、30 秒

経過するまでにおいて過酸化水素水の濃度の

影響で酵素活性が抑えられたためと考えられ

る。一方で、30～45 秒の反応速度や吸光度は

最大の値となり、文献 2 とは異なる結果となっ

た。本研究においては、3％過酸化水素水にお

いても、活性が失われなかったと考えられる。

◆実験② 

 過酸化水素水の濃度の違いに関わらず、時間

が経過するとほぼ一定の吸光度に収まろうと

していた。このことから、吸光度の最大値は

ABTS に依存しているということが考えられ

る。また、本実験では、大きな誤差なく酵素反

応の測定実験を行うことが出来たといえる。初

速度で見ると過酸化水素水の濃度が低い方が

反応速度は速くなっているが、30 秒以降では

濃度の高い方が反応速度は速いので、文献 2 の

ように過酸化水素水の濃度が3％程度であって

も、反応速度が著しく低下するというのは一概

にはいえないと考えられる。 

5. まとめ 

本研究において、時間と生成物量の関係のグ

ラフを理論通りに得る条件を見つけることが

できた。また、酵素量の違いによって、酵素反

応の速度に違いが出ること、3％過酸化水素水

を 5倍以上希釈することで、濃度のちがいによ

って吸光度の最大値に影響が出ないことがわ

かった。 

今後の展望として、酵素量や過酸化水素水の

濃度の違いのほかに、温度や pH の違いによる

酵素反応の変化について研究していきたいと

思う。 
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